
今後のタイムライン検討について

１．今後のスケジュール
２．タイムライン共通版の検討方針と各機関版の検討状況について
３．今年度のスケジュール

令和２年９月16日

令和２年度 荒川下流域を対象としたタイムライン専門部会（第２回）
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１．今後のスケジュール
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■令和２年度予定
 「荒川下流タイムライン（拡大試行版）【2020年版】」の運用

【令和２年度出水期～】
 「荒川下流タイムライン（共通版）（仮称）」の検討

【令和２年度出水期後～】
■令和３年度予定
 「荒川下流タイムライン（共通版）（仮称）」の運用・改善

《今後》荒川下流タイムライン(共通版)(仮称)

○○区版

▲▲市版

㈱■■版▲▲市 特有の
防災行動

㈱■■ 特有の
防災行動

荒川下流域全体
に関わる
防災行動

【課題】
①流域全体に関わる防災行動
②特定の機関の防災行動

振
り
分
け

《現状》

○○区 特有の
防災行動 荒川下流ﾀｲﾑﾗｲﾝ

(各機関版)
(仮称)

【全体に関わる防災行動の例】
タイムラインの運用に関すること
岩淵水門の閉操作に関すること
避難情報の発表・伝達に関すること

など

【課題解決の方向性】
①流域全体に関わる防災行動
②特定の機関の防災行動

が混在 を分割

荒川下流タイムライン（拡大試行版）



２．タイムライン共通版の検討方針と各機関版の検討状況について
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■タイムライン(共通版)の検討方針
 事務局において、タイムライン(共通版)(仮称)を検討
 本年度、第３回・４回専門部会等でタイムライン(共通版)
(仮称)について検討・作成

■タイムライン(各機関版)の検討状況

出典）専門部会（運用訓練）
アンケートの結果

期間 ：2019年9月18日（水）
～2019年10月4日（金）

回答数：15部局（36％）
[アンケート対象：36機関42部局]

※各機関版タイムラインとは、「タイムライン」の他に、「タイムライン
に類する機関独自の防災行動チェックリストやマニュアル」を含む

■A 既に各機関版TLを検討・整理している
■B 今後各機関版TLを検討・整理する予定
■C 今後各機関版TLを検討・整理する予定はない

■A 既に各機関版TLを検討・整理している

■B 今後各機関版TLを検討・整理する予定
葛飾区、千代田区、文京区、荒川区、東京電力PG(株)

江戸川区、墨田区、北区、首都圏新都市鉄道(株)
東京管区気象台、熊谷地方気象台

A
36%

B
43%

C
21%

（N=14）

■C 今後各機関版TLを検討・整理する予定はない
蕨市、足立区、埼玉高速鉄道(株)



(本年度：出水期前) (本年度：出水期～年度末) (次年度)

４月下旬～５月 ６～８月 ９～１０月 １１～３月 ４月～

タイムライン見
直し案のとりま
とめ

必要に応じて関
係機関との調整
を実施

減災対策
協議会※１

【5/28】

ﾀｲﾑﾗｲﾝ2020年版
の承認・運用開始
の決定

タイムライン運用

ＴＬ専門部会④

(運用結果ふり返り
検証とﾀｲﾑﾗｲﾝ見直し)

ＴＬ専門部会①
【4/28】

ﾀｲﾑﾗｲﾝ2020年版
の確認

ＴＬ専門部会②
【本日】

(タイムライン運用
能力向上のため
の訓練・勉強会)

ＴＬ運用
状況調査

(タイムライン
改善に向け
た運用状況
の把握)

ＴＬ専門部会③

(タイムライン(共通版)(仮称)の検討、
作成)

３．今年度のスケジュール

減災対策
協議会

ﾀｲﾑﾗｲﾝの承認・
運用開始の
決定

※１ 減災対策協議会には幹事会を含む

ＴＬ専門部会⑤

(タイムライン(共通
版)(仮称)のとりまとめ)
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